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平
成
十
四
年
三
月
一
日

内
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総
理
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臣

小

泉

純
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郎

衆

議

院

議

長

綿

貫

民

輔

殿

衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
情
報
公
開
法
の
運
用
上
の
問
題
点
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。

平
成
十
四
年
三
月
一
日
受
領

答

弁

第

二

号



衆
議
院
議
員
金
田
誠
一
君
提
出
情
報
公
開
法
の
運
用
上
の
問
題
点
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
い
わ
ゆ
る
公
権
力
の
行
使
」
の
意
味
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公

開
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
一
年
法
律
第
四
十
二
号
。
以
下
「
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
第
九
条
に
基
づ
く
行
政
文
書
の

開
示
決
定
等
は
、
行
政
不
服
審
査
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
六
十
号
。
以
下
「
行
服
法
」
と
い
う
。
）
第
一
条
第
一
項

及
び
行
政
事
件
訴
訟
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
三
十
九
号
。
以
下
「
行
訴
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す

る
公
権
力
の
行
使
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。

な
お
、
情
報
公
開
法
第
十
八
条
は
、
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
行
服
法
に
よ
る
不
服
申
立
て
が
で
き
る
こ
と
を
、
情
報
公
開

法
第
三
十
六
条
は
、
開
示
決
定
等
に
つ
い
て
行
訴
法
に
よ
る
取
消
訴
訟
が
で
き
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
前
提
と
し
た
規
定
で

あ
る
こ
と
か
ら
も
、開
示
決
定
等
が
行
服
法
及
び
行
訴
法
に
規
定
す
る
公
権
力
の
行
使
に
該
当
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

政
府
に
お
い
て
は
、
「
ｅ－

Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
重
点
計
画
」
（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
九
日
高
度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社

会
推
進
戦
略
本
部
決
定
）
に
基
づ
き
、
行
政
情
報
の
電
子
的
提
供
等
を
迅
速
か
つ
重
点
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
た

一



め
、
広
報
・
報
道
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
各
府
省
が
「
行
政
情
報
の
電
子
的
提
供
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
（
指
針
）
」

（
平
成
十
三
年
三
月
二
十
九
日
行
政
情
報
化
推
進
各
省
庁
連
絡
会
議
了
承
）
に
沿
っ
て
、
公
表
内
容
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、

電
子
的
に
提
供
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
在
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
の
府
省
に
お
い
て
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
報
道
発
表
資
料
、
新
着
情
報
等
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
設
け
、
掲
載
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
既
存
の
広
報
・
報
道
関
係
資
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
資
料
の
性
格
上
、
国

民
等
か
ら
の
求
め
に
対
し
て
、
情
報
公
開
法
に
基
づ
く
開
示
請
求
手
続
に
よ
ら
な
く
と
も
積
極
的
に
提
供
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

な
お
、
前
記
指
針
に
お
け
る
広
報
・
報
道
関
係
資
料
と
は
、
各
府
省
が
、
そ
の
諸
活
動
等
を
広
く
公
表
す
る
た
め
、
国
民

一
般
、
報
道
機
関
等
向
け
に
作
成
し
て
い
る
文
書
、
冊
子
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
た
ぐ
い
を
い
う
。

三
に
つ
い
て

行
服
法
第
四
条
は
行
政
庁
の
処
分
に
不
服
が
あ
る
者
は
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
、

同
条
に
規
定
す
る
行
政
庁
の
処
分
は
、
国
民
の
権
利
義
務
等
に
直
接
か
つ
具
体
的
に
法
律
上
の
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
お
尋
ね
の
情
報
公
開
法
第
十
条
第
二
項
に
規
定
す
る
開
示
決
定
等
の
期
間
の
延
長
は
、

二



国
民
の
権
利
義
務
等
に
直
接
か
つ
具
体
的
に
法
律
上
の
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
行
政
庁
の
処
分
に
該
当

せ
ず
、
こ
れ
に
つ
い
て
行
服
法
に
基
づ
く
不
服
申
立
て
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

四
に
つ
い
て

行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
四
十
一
号
。
以
下
「
施
行
令
」
と
い

う
。
）
は
、
第
十
三
条
第
四
項
に
お
い
て
郵
送
料
を
納
付
し
て
行
政
文
書
の
写
し
の
送
付
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
及

び
当
該
郵
送
料
は
郵
便
切
手
で
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
、
第
六
条
第
一
項
第
四
号
に
お
い
て
情
報
公
開
法
第
九

条
第
一
項
に
基
づ
い
て
開
示
請
求
者
に
書
面
に
よ
り
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
と
し
て
、
写
し
の
送
付
の
方
法
に
よ

る
行
政
文
書
の
開
示
を
実
施
す
る
場
合
に
お
け
る
郵
送
料
の
額
を
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
る
が
、
情
報
公
開
法
及
び
施
行

令
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
を
除
い
て
定
形
外
の
料
金
を
基
準
と
す
る
こ
と
や
郵
便
小
包
の
利
用
を
禁
ず
る
こ
と
な
ど
の
郵
送

に
関
す
る
規
定
は
置
か
れ
て
い
な
い
。

五
の
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
報
道
に
関
す
る
事
実
関
係
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

総
務
庁
、
郵
政
省
及
び
自
治
省
に
お
い
て
平
成
十
二
年
三
月
に
支
出
し
た
諸
謝
金
に
係
る
支
出
計
算
書
の
証
拠
書
類
に
つ

三



い
て
、
平
成
十
三
年
四
月
二
日
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
情
報
公
開
市
民
セ
ン
タ
ー
か
ら
総
務
大
臣
に
対
し
情
報
公
開
法
第

三
条
に
基
づ
く
開
示
請
求
が
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
て
、
総
務
大
臣
は
、
情
報
公
開
法
第
十
条
第
二
項
に
基
づ
き
開
示
決
定
等

の
期
限
の
延
長
を
行
っ
た
上
、
同
年
六
月
一
日
、
情
報
公
開
法
第
九
条
第
一
項
に
基
づ
く
開
示
決
定
を
行
っ
た
。
た
だ
し
、

総
務
大
臣
は
、
当
時
、
当
該
証
拠
書
類
の
う
ち
「
平
成
十
一
年
度
「
高
齢
者
一
人
暮
し
・
夫
婦
世
帯
に
関
す
る
意
識
調
査
」

委
員
会
委
員
名
簿
」
に
つ
い
て
は
情
報
公
開
法
第
五
条
第
一
号
（
た
だ
し
書
を
除
く
。
）
に
該
当
す
る
と
判
断
し
、
「
委
員

の
氏
名
」
部
分
を
不
開
示
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

他
方
、
当
該
委
員
の
氏
名
は
、
内
閣
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
平
成
十
三
年
一
月
以
前
の
総
務
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
含

む
。
）
に
お
け
る
「
平
成
十
一
年
度
「
高
齢
者
の
一
人
暮
ら
し
・
夫
婦
世
帯
に
関
す
る
意
識
調
査
」
結
果
に
つ
い
て
」
の
中

で
掲
載
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五
の
�
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
二
十
号
）
第
九
十
八
条
第
一
項
の
法
令
に
従
う
義
務
に
違
反
す
る
行
為
が
あ

っ
た
場
合
等
に
、
同
法
第
八
十
二
条
に
規
定
す
る
国
家
公
務
員
の
懲
戒
処
分
を
行
う
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
懲
戒
権
者
が
、

当
該
行
為
の
原
因
、
態
様
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
判
断
す
る
こ
と
と
な
る
。

四



総
務
省
に
お
い
て
は
、
お
尋
ね
の
件
に
つ
い
て
、
結
果
的
に
は
関
係
し
た
職
員
の
行
為
に
適
切
さ
を
欠
く
も
の
が
あ
っ
た

が
、
当
該
行
為
は
懲
戒
処
分
を
行
う
ま
で
の
も
の
で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

六
に
つ
い
て

五
の
�
に
つ
い
て
で
述
べ
た
開
示
決
定
に
つ
い
て
の
異
議
申
立
て
に
関
し
て
は
、
異
議
申
立
書
が
平
成
十
三
年
七
月
三
日

に
総
務
省
に
郵
送
さ
れ
て
き
た
が
、
当
該
異
議
申
立
書
の
記
載
に
不
備
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
異
議
申
立
人
に
対
し
補
正
を

求
め
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
補
正
後
の
異
議
申
立
書
は
平
成
十
四
年
一
月
九
日
に
提
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
異
議
申
立
書
を
放
置
し
て
い
た
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
な
い
。

な
お
、
総
務
大
臣
は
、
当
初
不
開
示
と
し
た
「
委
員
の
氏
名
」
部
分
は
情
報
公
開
法
第
五
条
第
一
号
た
だ
し
書
に
該
当
す

る
と
判
断
し
、
こ
の
異
議
申
立
書
に
つ
い
て
、
同
月
三
十
日
、
行
服
法
第
四
十
七
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
原
処
分
を

変
更
し
開
示
す
る
決
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

五


